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功 績 概 要

推 薦 者 新 潟 県 警 察

団 体 名 一般社団法人妙高青年会議所

所 在 地 新潟県妙高市

代 表 者 横山 明

昭和50年、「修練」、「奉仕」、「友情」を信条とし、

社会貢献を目的に地元企業役員により発足。

青色回転灯装備車による夜間パトロール、仕事中

のながらパトロールや通学路における子供の見守り

活動を実施。その活動は毎月発行している会報に掲

載し、住民等への周知を図るとともに、犯罪被害防

止に向けた広報啓発を推進。

小学生を対象とした市内名所のマップ作りと同マ

ップの展示等、地域行事の企画による地域連帯感の

功 績 の 概 要 醸成を図っているほか、高校生を対象とした職業体

験を企画。高校生の就職支援等少年の健全育成活動

にも尽力。

平成19年に発生した中越沖地震、平成23年に発生

した東日本大震災や県内の十日町での水害に際して

は、救援物資の搬送、防犯広報や青色回転灯装備車

での夜間パトロールを実施するなど、地元貢献のみ

ならず、他地域での災害時における救援活動にも組

織として積極的に取組むなど、安全・安心なまちづ

くりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 岩 手 県 警 察

団 体 名 奥州市水沢南地区防犯協会

所 在 地 岩手県奥州市

代 表 者 菅原 一見

昭和60年、それまで町内会ごとに組織していた自

主防犯活動団体を統合して発足。

新入学期の登下校時における見守り活動では、初

日に「パトロール出動式」を行うなど、地域で子供

を見守る機運を醸成。

４月から８月中旬までの毎週金・土曜日には、公

園管理人詰所を拠点に公園内の夜間パトロールを実

施。また、年末・年始における警戒活動の一環とし

て、町内会の全世帯に対する「門灯・玄関灯」の終

功 績 の 概 要 夜点灯の呼びかけ、金融機関・商店等を対象とした

防犯診断を実施するなど地域が一体となった犯罪防

止活動を牽引。

毎年、地区住民を対象に開催している「防犯フォ

ーラム」では、「振り込め詐欺防止寸劇」を取り入

れるなど、より効果的な啓発に努めるとともに、小

学５・６年生を対象に児童自身が安全・安心につい

て考える「あんあん子どもサミット」を開催。地域

の安全について子供から大人まで考える場を構築す

るなど、安全・安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 青 森 県 警 察

団 体 名 かかしの里安全活動隊

所 在 地 青森県西津軽郡鰺ヶ沢町

代 表 者 荒木関 継男

平成16年、「きばらずに、まずできることから」

を合言葉に14の町内会が結束して設立。活動に際し

ては、隊員が考案したシンボルマークをあしらった

ジャンパー等を着用し、隊員の士気高揚と住民等に

対する活動の周知に配意。

登下校時における見守り活動のほか、農村地とい

う地域の特性上、農作物の盗難被害が多く発生して

いた状況を踏まえ、盗難防止に向けて作製した啓発

功 績 の 概 要 看板を地区内の主要箇所に設置するとともに、関係

機関・団体と連携したパトロール活動を展開。

さらに、冬季は、地区内所在の県内最大級のスキ

ー場における広報啓発、パトロールにより、スキー

客に安心して過ごしてもらうための取組みを推進し

ているほか、週１回の割合で一人暮らしの高齢者宅

を訪問し、防犯指導や家屋周辺の除雪等を行い高齢

者の安全確保を図るなど、安全・安心なまちづくり

に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 鹿 児 島 県 警 察

団 体 名 鴨池・南安全パトロール隊

所 在 地 鹿児島県鹿児島市

代 表 者 玉利 勝也

平成17年、青少年健全育成活動に取組んでいた団

体が活動の幅を広げ、防犯への取組みを開始。

「青色回転灯の街＝防犯意識の高い街＝犯罪抑止」

を旗印に青色回転灯装備車を活用した防犯パトロー

ルを中心に活動を展開。

登下校時の児童の見守り活動のほか、交通関係団

体、暴力団排除関係団体との交流を促進し、他団体

が行うイベント時には青色回転灯装備車両を用いて

積極的に参画。イベントの広報効果の向上と合わせ、

功 績 の 概 要 団体の活動周知による地域住民等の防犯意識の醸成

に尽力。

地区内におけるマンションの建設に伴い、新たな

住民との交流が課題とされていたところ、児童・生

徒、保護者同士の交流を促進することを発案し、親

子で「防犯マップ」を作製する催しを企画するなど、

地域連帯感の醸成にも目を向けた活動を推進。さら

に、校区公民館青年部との協働等、現役世代の活動

参加促進による活動の継続性にも配意するなど、安

全・安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 熊 本 県 警 察

団 体 名 熊本市防犯モデル地区推進委員会

所 在 地 熊本県熊本市

代 表 者 木﨑 宏

昭和40年、県内最大の繁華街という地域の特性上、

各種犯罪が多発していたことに伴い、地元商店主が

中心となって発足。

繁華街パトロールを通じ、客引き、露天商に対す

る指導等を推進。また、このパトロールでは、若い

世代の防犯ボランティア団体との合同活動を推進

し、活動を通じた後継者育成にも配意。

平成16年、地元商店会等からの協賛を得て暴力団

功 績 の 概 要 排除活動の拠点を設置。各種活動の継続展開により

暴力団事務所の撤去を実現。また、横行する客引き

の排除に向けた県条例の改正に取組み、改正に賛同

する82団体と県条例の改正を要望する会を立ち上げ

県議会に請願。平成22年の県条例改正に尽力。

さらに、団体自らが防犯灯を設置したほか、商店

会等への防犯カメラの設置の働きかけにより200台

を超える防犯カメラが設置されるなど、安全・安心

なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 神 奈 川 県 警 察

団 体 名 瀬谷区女性地域安全委員会

所 在 地 神奈川県横浜市

代 表 者 石井 美華

昭和57年、防犯に関する女性の視点・特色を生か

したきめ細やかな活動に向け、町内会等から選出さ

れた女性で発足。

登下校時の見守り活動はもとより、夕刻には公園

等における見守り活動を行い、下校後における児童

の安全対策にも尽力。

区内２か所に「防犯ステーション」を設置。毎日

午後１時から午後６時まで会員が在所の上、防犯相

談等に対応。また、警察から配信される情報を基に

功 績 の 概 要 「防犯だより」を発行。会員を通じ住民への情報提

供を図るなど、犯罪情報をタイムリーに発信。

平成16年には、本団体の提案により県レベルでの

女性防犯団体の連携を図る「県女性防犯連絡協議会」

の発足に至ったほか、平成23年には、振り込め詐欺

被害防止活動の象徴として、活動員や高齢者による

「グリーンリボン」装着を県内に広めていくことを

考案。現在は、振り込め詐欺にとどまらず、広く犯

罪被害防止活動の象徴としての普及を促進するな

ど、安全・安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 法 務 省

団 体 名 茅野南諏地区更生保護女性会

所 在 地 長野県茅野市

代 表 者 笠井 嘉代子

昭和34年、茅野市、富士見町、原村に在住の女性

有志が、犯罪や非行からの立ち直り支援を図ること

を目的に発足。平成22年からは、茅野防犯協会連合

会防犯女性部としても活動を開始。

保育園等の活動支援、保健師による育児相談の支

援、更生保護施設、福祉施設の活動支援等と併せ、

少年のたむろしがちな場所のパトロール、特殊詐欺

被害防止や薬物乱用防止に向けた活動を推進。

功 績 の 概 要 特殊詐欺被害防止については、警察署に赴いての

現状把握と情報収集を図り、視覚に訴える寸劇方式

での啓発を実施。

薬物乱用防止活動については、警察官、保護司、

薬剤師との検討を重ねながら、中学校、高等学校で

の薬物乱用防止教室を中心に展開。

犯罪情勢に応じ、自ら地域の安全・安心について

学び考える積極的な活動により、安全・安心なまち

づくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 愛 知 県 警 察

団 体 名 長根連区自治協議会

所 在 地 愛知県瀬戸市

代 表 者 坂本 端夫

昭和44年、小学校の開校に伴い町内会役員が防犯

活動を開始。平成10年代半ばの犯罪多発期、さらに

平成17年の「愛・地球博」の開催に伴い、地域住民

に対する活動参加の促進により活動が活性化。現在

は、400人を超える住民が活動に参画。

登下校時の児童の見守り活動のほか、毎月１日に

は、12班に分かれた100人超の隊員が夜間パトロー

ルを実施するなど、大規模団体という利点を生かし

功 績 の 概 要 た活動を示すことにより、住民の安心感を醸成。

また、県内において多発傾向にある犯罪の被害防

止に向けた活動を推進。住宅を対象とした侵入窃盗

の被害防止対策では、住宅防犯診断により連区内住

戸への防犯フィルム貼付等の防犯対策が普及。自動

車関連の窃盗被害防止対策では、ナンバープレート

盗難防止ネジの取付講習会やキャンペーンを実施。

地域の犯罪情勢に応じた効果的な被害防止活動を推

進するなど、安全・安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 奈 良 県 警 察

団 体 名 西大和６自治会連絡会

所 在 地 奈良県北葛城郡上牧町

代 表 者 西村 一朗

平成14年、地区内において空き巣等の犯罪が多発

したことにより住民の防犯意識が向上。それまで地

域防災活動に取組んでいた団体を発展的に解消し、

町内の６自治会からなる自主防犯防災組織を設立。

平成17年に青色回転灯装備車を活用したパトロー

ルを開始。現在は、34台の車両による児童の下校時

を中心としたパトロール活動のほか、各自治体単位

での登下校時の見守り活動、通学路の「安全・安心

マップ」の作製等により子供の安全対策を推進。

功 績 の 概 要 毎年９月下旬から年末までの100日間を「犯罪ゼ

ロ100日運動」と銘打ち、出発式を実施するなど住

民の防犯意識の醸成に尽力。

各自治会の統一した活動の推進と自治会の支援を

強化するため、団体の運営には事務局制度を導入。

自治会役員を複数年務めた者が事務局を運営するこ

とで、円滑な支援を行いながら後継者育成にも配意。

他団体への講演や学生ボランティアとの合同活動

を通じ、県内における自主防犯活動の活性化にも取

組むなど、安全・安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 岡 山 県 警 察

団 体 名 横田自治会ご近所スクラム隊

所 在 地 岡山県玉野市

代 表 者 三宅 俊彦

平成15年、子供が被害者となる事件が全国的に相

次いだことを受け、住民有志が地域における子供の

安全対策を図るために発足。

児童の登下校時における見守り活動を実施し、特

に、一人で下校する児童に対しては自宅まで同道す

るなどきめ細やかに対応。

毎週土曜日又は日曜日には、一人暮らしの高齢者

宅を訪問し、特殊詐欺被害防止の啓発や防犯情報の

提供等を行うなど、高齢者を地域から孤立させない

功 績 の 概 要 ための取組みを推進しているほか、夕刻に実施する

パトロールでは、民家周辺に侵入の足場となるよう

なものや火を点けられる物は置かれていないか、あ

るいは、不在を示すようにポストに新聞等がたまっ

ていないか等に着目し、こうした家を見かけた際は、

家人に対する防犯指導、家人不在の際は注意喚起を

促すメモを投函するなど住民の防犯意識を醸成。

活動地区は海に近いことから防災対策にも取組み、

独自で作成した防災マニュアルを住民に配付するな

ど、安全・安心なまちづくりに大きく貢献。






